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肩関節周囲炎に対する鍼灸治療

令和元年9月22日

潰崎克哉

いわゆる五十肩といわれるものは、50代を中心として40代後半から60代前

半にかけて発来する肩関節の痛みと関節拘綿を主な兆候とする症候群に与え

られたやや通俗的な病名である。より医学的な名称としては「肩関節周囲

炎」という。

《疫学》

非常にありふれた疾患である。男女差はない。50代に多い。ついで60代、

40代とつづく。

《成因と病態生理》

はっきりした原因は不明であるが、五十肩では肩関節周囲軟部組織の加齢に

よる退行変性を基盤に炎症性病変を生じた症候群で次の表に挙げたような

種々の病態を含んでいる。

肩関節周囲炎の分頬と頻度

診断名

烏口突起炎

長頭腱斡炎

肩峰下滑液包炎

腱板炎（主として変性性のもの、外傷性および腱板不全断裂を含む）

石灰沈着性腱板炎

臼蓋上腕靭帯障害（不安定性肩関節）

いわゆる”五十肩汀（痺癌性関節制動症）

肩関節拘縮（二次性のもの）

肩結合織炎

例数　　　　発生率

98　　　　　　5％

183　　　　　　9

38　　　　　　　2

617　　　　　　31

53　　　　　　3

43　　　　　　　2

364　　　　　18

83　　　　　　　4

562　　　　　　26

（信原、1979による／臨床医学各論）



《症状》

40代後半から60代にかけて徐々に発病する肩周囲の痺痛と運動制限。

痺痛は寒冷によって増悪し、また、夜間に強くなる傾向がある。痛みは肩周

囲のみならず上腕や肘まで放散することがある。肩の局所の熟間や発赤、腫

脹は顕著なものはない。もしそうした症状があって、療病が激しい場合には

五十肩よりも石灰沈着性腱板炎を疑う。また、発症の比較的早期の段階にお

いても拘綿を認める。1万、拘綿がない場合には五十肩よりも腱板断裂や上

腕二頭筋長頭障害を示唆する。

《診断》

年齢的要素は大切なポイントである。また、明らかな外傷などの原因がな

く、痺痛と関節運動の制限があれば五十肩を疑う。関節の運動制限が「帯を

結′3ご」動作、すなわち肩関節の外転と内旋運動の組み合わせや、「髪を結う」

動作、すなわち肩関節の外転と外旋運動の組み合わせで著しい。

また、有痛弧徴候（painfularcsign）というのは上肢を挙上（通常側方挙

上させる）する、あるいは挙上した位置から徐々に下ろしてくるとき、外転

位600から1200の範囲で痛みを感じる徴候であるが、これは腱板断裂の代表

的な所見であり、この徴候が陽性の場合には「五十肩」といっても、腱板断

裂の要素が強い症例と考えるべきである。

《経過と予後》

狭義の五十肩（肩関節周囲炎）の場合、痙縮期→拘縮期→回復期と各期数ヶ

月をかけて経過し、予後は概ね良好で1年ないし1年半で日常生活に支障が

なくなることが多い。

《肩関節について》

肩関節は4つの関節が連動して動いている。

①肩甲上腕関節

②肩鎖関節

③胸鎖関節

④肩甲胸郭関節

肩関節は4つの関節が連動して動くことにより、可動域が大きく複雑な動き

を実現している。



《肩関節と上肢の動作に関わる筋肉》

傷んでいる筋肉を特定し、痛む箇所に刺針する、これが簡単にできるならば

肩関節周囲炎の治療はもう少し簡単になのだろうと思う。しかし、実際は肩

の構造はとても複雑であり、大小様々な筋肉が連動して動作に関わっている

ためか痛む箇所が移動することも多く、なかなか思うようにいかないのでは

ないだろうか。

▼肩関節の動作に関わる筋肉
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